
関係市町村

地域住民

大学医学部

地域枠医学生 寄附講座

へき地勤務医等

無医地区等での巡回診療（歯科も含む）

へき地診療所・過疎地域等特定診療所

へき地住民に対する基礎的な医療の提供を行
う。（過疎地域特定診療所においては、眼科・耳
鼻咽喉科・歯科等への対応を実施。）

都道府県

第11次へき
地保健医療計
画の策定

へき地保健
医療対策事業
（補助事業）の
実施

へき地以外
の医師確保対
策との連携・
調整

調査・分析等

へき地医療拠点病院 診療報酬（DPC）
上の加算（H22 ～）

総合的な診
療能力を有す
る医師の育成

医師派遣
代診医派遣

遠隔医療等に
よる診療支援

入院を要する
患者の受入 無医地区等

に対する巡回
診療の実施研修事業

専任担当官へき地医療支援機構

へき地医療
に関する総合
調整（行政－
大学－現場）・
企画立案

代診等の派遣調
整・ドクタープール
の運用

高校生や医学生
向けの啓発等

へき地勤務医の
キャリア形成支援

協議会開催

へき地保健指導所

へき地における保健指導等

へき地医療支援機
構等交流促進会議

国（厚生労働省）

第11次 へき
地保健医療計
画策定指針の
策定等、へき地
保健医療対策
に関する総合
的な企画立案

へき地保健
医療対策事業
（補助事業）の
企画立案・及び
実施

調査・分析等

他の施策（過
疎対策・離島振
興等）との連携・
調整

国・他県との意見交換・調整

支　　　　援

支　　　　援

支　　　　援

支
援
・
連
携

へき地勤務医等に対するヒ
アリング、人事ローテー
ション管理、代診派遣、キャ
リア形成支援を実施。

へき地勤務医等に対する支
援等について協議を実施。

市町村等と協力して
啓発活動を実施。

へき地医療に関する
経験をもつ医師を以
て充てる。機構の業
務を統括する。

地域枠学生等を対象とした
セミナーや地域医療に関す
る勉強会、相談会等を寄附
講座等と連携して実施。

第11次へき地保健医療計画の体系図（平成23～27年度）

　へき地医療支援機構を中心に、行政、へき地で勤務する医師、へき地医療に協力する施設・機関、そしてへき地の住民がそれぞれ連携・協力
し、かつ他の都道府県の先進事例にも学びながら、効果的・効率的で持続可能性のあるへき地への医療提供体制の構築を行う。

1　へき地保健医療計画における取り組み
　平成23年度から新たにはじまる第11次へき地保健医療計画については、これまでの第10次計画に同様、各都道府県に「へき地医療
支援機構」を設置し都道府県単位での広域的なへき地保健医療対策を引き続き、推進することとしている。

2　整備状況
（1）　へき地医療支援機構（運営費の補助対象）
　　  平成23年6月末日現在で39道府県で設置・運営
（2）　へき地医療拠点病院（運営費、施設整備費及び設備整備費の補助対象）
　　  平成22年4月30日現在で272か所を指定
（3）　へき地診療所（運営費、施設整備費及び設備整備費の補助対象）
　　  平成22年4月30日現在で1,007か所（国民健康保険直営診療所を含む）が整備

※　無医地区
　医療機関のない地域で、当該地域の中心的な場所を起点として、概ね半径4kmの区域内に人口50人以上が居住して
いる地域であって、通常の交通機関を利用して医療機関まで片道1時間超を要する地域。
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へき地保健医療対策の現状

へき地医療対策

概　　要 第11次　へき地保健医療対策の鳥瞰図（平成23年度〜平成27年度）

へき地保健医療対策の現状
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